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高校吹奏楽部が全日本銀賞  定期演奏会（1 月 8 日センチュリーホール）で感動再び
高校吹奏楽部は、10 月 20 日に名古屋市の名古屋国際会議場センチュリーホールで開かれた全日本

吹奏楽コンクールに東海支部代表として高校部門全国最多となる 42 回目の出場を果たし、銀賞に輝き
ました。自由曲は「ブリュッセル・レクイエム」を選び、これまで活動を支えてくれた人々に感謝の心
を込めて難曲を歌い上げました。表彰式で、顧問の伊藤宏樹教諭が全国大会出場 15 回永年指揮者賞を
ただ一人受賞し、表彰を受けました。

同部は、中部日本吹奏楽コンクールでも 1 位の文部科学大臣賞を受賞しました。
　一方、同部の今夏のサマーコンサ
ートは 3 会場 3 公演でのお披露目
となり、7 月 12 日に日進市民会館、
13 日に名古屋文理大学文化フォー
ラム（稲沢市民会館）、16 日に名古
屋国際会議場センチュリーホール
で、それぞれ開かれました。各会場
ともプログラムは 3 部構成で、伊
藤教諭らの指揮の下、200 人の部
員が織りなす華やかな演奏が吹奏楽
ファンを魅了しました。
　第 1 部は「『あんたがたどこさ』
の主題による幻想曲」など、2019
年度全日本吹奏楽コンクール課題曲
の 4 曲。第 2 部の中の「祝典のた 吹奏楽ファンを魅了したサマーコンサート

全国高校将棋選手権で男子団体準優勝（男子として過去最高成績）

めの音楽」では、顧問の遠山翔大先生が指揮をとりました。
　バラエティーに富んだ内容の第 3 部では、第 50 回定期演奏会記念委嘱作品「ゴールデン・ジュビレ
ーション」に続き、英国の伝説のロックバンド・クイーンの名曲メドレーなどを客席も巻き込んで演奏
しました。恒例の 1 年生部員が演出する楽曲は、今夏は「アラジン・メドレー」となり、アラジンや
ジーニーら登場人物が繰り広げる手作りの寸劇とともに、満席の会場を沸かせました。

　佐賀県で 7 月 30 ～ 31 日に開催された第 55 回全国高等学
校将棋選手権大会（2019 さが総文・将棋部門）で、名電高校
将棋部が男子団体戦準優勝の成績を収めました。男子として 2
年ぶり 5 回目となる団体戦出場で、準優勝は過去最高の成績
です。

大会には、大将を務めた吉田佑吏（3 年）、副将の亀山凌（2
年）、三将の瀬野泰平（3 年）が選手として出場しました。

3 人は、麻布高（東京）と対戦した予選３回戦で苦戦の末に
大逆転勝利を収め、決勝トーナメント進出を決めました。最大
のヤマ場は、最有力優勝候補と目される岩手の岩手高（2 年連
続準優勝、10 年間で 3 回優勝）を倒した準々決勝。吉田は、
いい形勢ながら逆転負け。瀬野は岩手高の三将（中学名人・王
将）に完封完勝。亀山は、なんと 300 手を超す大熱戦の末勝
利を収め、場内を騒然とさせました。

準決勝の県立浦和高（埼玉）戦では、吉田が準決勝の大将戦とは思えないぐらいの大差の形勢で勝利。
決勝は予選 1 位の甲南高（兵庫）と対戦し、瀬野が完勝するも 1 － 2 で敗れました。

同大会団体戦で、名電高は女子が第 48 回、第 49 回で連続優勝しており、名電としての入賞は、女
子の第 50 回に続いて 5 年ぶり 6 回目となります。「本当によく戦ってくれて、心から感動しました」
と顧問の原野照久教諭にねぎらわれた選手たちは「決勝では勝てた局面もあり心残りですが、部員・両
親・顧問の力があったからの準優勝。生涯の宝です」（吉田）「将棋の全国大会に出場したくて名電を選
んだ。来年もこの舞台に、さらに強くなって戻ってきたい」（亀山）「最後の大会で最高の成績を残せた
ことは僕の人生にとって大きな自信なりました」（瀬野）と話しています。

男子団体戦で創部以来最高の成績を収めた将棋部
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後藤杯卓球　松山らが連覇
　第 48 回後藤杯卓球選手権大会（名古屋オープン）は 9 月
14 ～ 16 日の 3 日間、愛知県体育館で開かれました。約 650
選手が参加し、ピンポン外交に尽力した後藤鉀二先生、昨年逝
去された学園総長・後藤淳先生の遺影が見守る下で熱戦を繰り

男子シングルスで２連覇した松山祐季ら

男子ジュニアで２連覇した小林広夢ら

　大学管弦楽団の第 22 回定期演奏会が 10 月 13 日、
名古屋市青少年文化センターアートピアホールで開か
れました。
　東海地方を中心に多くの演奏団体の指導に当たる中
村暢宏氏を今年も指揮者に迎えました。プログラムは、
グリンカの「幻想的ワルツ」、ボロディンの「交響曲
第 3 番」、チャイコフスキーの「交響曲第 5 番」。学
生たちにとって難曲ですが、全員で努力を重ねて本番
の日を迎えました。コンサートマスターを務める青木
秀尚さんら学生たちの生気に満ちた演奏に、客席から

愛知工業大学管弦楽団第 22 回定期演奏会

盛んな拍手が送られました。
　大学管弦楽団は昭和 58 年に同好会からスタートし、東海学生オーケストラ連盟に所属する他大学の
賛助出演を得て演奏会活動を続けています。新たに練習熱心な 1 年生を迎え、より一層レベルアップ
した演奏を目指しています。

練習の成果を存分に聴かせた定期演奏会

名電出身の親方・力士を励ます会
　「名電出身の親方・力士を励ます会」が 7 月 14 日夜、
若松親方（元朝乃若）、山分親方（元武雄山）、三段目力
士として名古屋場所に臨んだ駒木龍（木瀬部屋）を迎え
て名古屋市内のホテルで開かれました。
　「励ます会」は毎年の名古屋場所中日に開かれていま

す。インターハイに出場する高校
相撲部の主将に親方から激励賞が
贈られた後、それぞれの近況報告
がありました。

名古屋場所担当の若松親方は「朝乃山が場所前に白鵬のところに出稽古に行っ
て KO されましたが、行った気持ちが素晴らしい」と期待の星の意気込みを称え
ました。九州場所担当の山分親方は「日本人横綱やニューヒーローの誕生を願っ
て、私たちも指導をしっかりしていこうと思います」と述べました。3 勝 1 敗の
成績で名古屋場所を折り返した駒木龍は「12 年目となり、今場所の対戦相手は
みんな一回り下ぐらい。若い子に負けないように頑張ります」と力強く誓いまし
た。

近況報告する若松親方㊧と山分親方

活躍を誓う駒木龍

広げました。
　学園設置校の選手た
ちは、男子シングルス
で大学の松山祐季が 2
連 覇 し、 宮 本 春 樹 が
準優勝、高校の加山裕が 3 位入賞しました。男子ジュニアで
も高校の小林広夢が 2 連覇し、岡野俊介が準優勝、白山遼が 3
位入賞しました。

男子ダブルスでも大学の松山・髙見真己が 2 連覇し、木造
勇人・田中佑汰が準優勝、宮本春樹・田原彰悟と神京夏・田中
侑人が 3 位入賞しました。

　閉会式で後藤泰之・愛知県卓球協会長が優勝した選手らに後藤杯などを手渡し「次の大会でも優勝を
目指してください」と激励しました。
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愛知県学生ゴルフ選手権で準優勝と 3 位
　8月19、20日、笹戸カントリークラブで開催された「2019 第23回 コカ・コー
ラボトラーズジャパン杯争奪 愛知県学生ゴルフ選手権競技」に、大学ゴルフ
部の 14 人が出場しました。2 日間 36 ホールｽﾄﾛｰｸﾌﾟﾚｰで競技の結果、2016、
2017 年覇者の佐野琢朗（経営学科 4 年）が 71・74 の 145 ストロークで準優勝、
兼松泰良（経営学科 1 年）が 74・73 の 147 ストロークで 3 位に入りました
＝写真㊧。

足立一樹は日本学生ゴルフ選手権競技に出場
　2019 年度（第 49 回）中部学生ゴルフ選手権競技が８月 8、9 日に岐阜関カントリー
倶楽部（東コース）で行われ、大学ゴルフ部の足立一樹（経営学部 1 年）＝写真㊨＝
が参加 96 人のうち 13 位に入賞し、2019 年度 ( 第 73 回 ) 日本学生ゴルフ選手権競技
へ進みました。同選手権競技は８月 27 ～ 30 日、小野グランドカントリークラブ（NEW
コース）で開かれ、結果は 65 位タイと、残念ながら上位進出はなりませんでした。

全日本学生フォーミュラ大会で 2 年連続全完走、過去最高の総合 19 位を獲得
　8 月 27 ～ 31 日に静岡県小
笠山運動公園（エコパ）で開催
された第 17 回全日本学生フォ
ーミュラ大会で、大学フォーミ
ュラ研究会が全種目を完走して２年連続となる日本自動
車工業会会長賞を受賞しました。目標 20 位以内を掲げ

て大会に臨み、過去最高となる総合 19 位を獲得しました。
後藤泰之学長に受賞報告

大学ライフル射撃部の成瀬あおいが東海ブロックの 3 位に
大学ライフル射撃部の成瀬あおい（応用化学科 1 年）＝写真㊧＝が、「国民体

育大会第 40 回東海ブロック大会ライフル射撃競技会 兼 第 74 回国民体育大会
東海地区予選会 兼 2019 年度東海ライフル射撃競技選手権大会」（8 月 17 ～ 18
日・三重県営ライフル射撃場）に出場し、AR60W( エアーライフル立射 60 発競
技 ) で 3 位の成績を収めました。同大会翌日には豊田市の愛知県総合射撃場で開
催された「第 37 回中部学生スポーツ射撃伏射大会」「第 40 回中部学生スポーツ
射撃新人記録会」に出場し、AR60W で優勝したほか、ARP60MW( エアーライ
フル男女伏射 60 発競技 ) で準優勝の成績を収めました。

学生チャレンジプロジェクト特別支援金　本年度は 3 つのプロジェクトを支援
ものづくりに挑戦する学生たちを支援する学生チャレンジプロジェクト特別支援金として、本年度

は充電式単三電池が動力源の次世代エネルギーカーに取り組む AITEP のプロジェクトと、ロケット研
究会の宇宙機開発プロジェクト、ハイブリッドロケットプロジェクトの計 3 プロジェクトに対し、各
100 万円が贈られました。贈呈式は 7 月 22 日に八草キャンパス本部棟で行われ、後藤学長が AITEP
のプロジェクト代表の白倉稜大さん（電気学科 3 年）とロケット研究会の両プロジェクト代表の小嶋
一路さん（機械学科 3 年）に目録を手渡しました。
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発行　学校法人名古屋電気学園愛名会

大学 4 クラブ、中高 12 クラブをクラブ表彰
学園は 7 月 ～ 11 月にかけ、全国大会に出場の大学 4 クラブ、中高 12 クラブに対してクラブ表彰を

行いました。後藤泰之理事長が「愛知県代表、名電代表という気持ちを持って試合に臨んでください」
などと各部の顧問、選手らを激励し、愛名会、高校 PTA、高校同窓会からもお祝いが贈られました。

表彰されたクラブと出場大会は次の通りです。
■ 7 月 11 日の表彰
▼高校卓球部（令和元年度全国高等学校総合体育大会

卓球競技）
▼高校フェンシング部（令和元年度全国高等学校総合

体育大会フェンシング競技）
▼高校相撲部（令和元年度全国高等学校総合体育大会

相撲競技）
▼高校ウェイトリフティング部（令和元年度全国高等

学校総合体育大会ウェイトリフティング競技）
▼高校バレーボール部（令和元年度全国高等学校総合

体育大会バレーボール競技）
▼高校チアリーディング部（JAPAN CUP 2019 チアリーディング日本選手権大会）
▼高校将棋部（第 43 回全国高等学校総合文化祭将棋部門）
▼高校競技かるた部（第 43 回全国高等学校総合文化祭小倉百人一首かるた部門）
▼中学フェンシング部（第 5 回全国中学生フェンシング選手権大会）

■ 7 月 25 日の表彰
▼大学ゴルフ部（第 56 回全国大学ゴルフ対抗戦）
▼大学陸上競技部（秩父宮賜杯全日本大学駅伝対校選手権大会）

■ 10 月 3 日の表彰
▼大学男子卓球部・女子卓球部（第 89 回全日本大学総合

卓球選手権大会団体の部）
▼大学陸上競技部（第 31 回出雲全日本大学選抜駅伝競走）

■ 10 月 4 日の表彰
▼高校水泳競技部（令和元年度全国高等学校総合体育大会水泳競技）
▼高校吹奏楽部（第 67 回全日本吹奏楽コンクール）
▼中学卓球部（第 50 回全国中学校卓球大会）

■ 11 月 5 日の表彰
　▼大学ライフル射撃部（全日本学生スポーツ射撃選手権大会　第 32 回
女子総合）


